
第３１３回 番組審議会 

 

 

１．日 時   令和４年 ７月 １２日（火）１２：００～ 

２．場 所   ホテルメトロポリタン盛岡ＮＥＷ ＷＩＮＧ  

３Ｆ「星雲東の間」 

３．委 員   委員総数      ８名 

        出席委員数     ６名 

 

○ 出席委員（敬称略） 

鈴木 厚人（委員長） 

山中 貞一（副委員長） 

 ―５０音順― 

石田 征広 

岸 真英 

平野 順子 

八木橋 伸之 

 

 ○ 会社側出席者 

        齋藤 秋水 （代表取締役社長） 

        高嶋 昇  （常務取締役） 

        一戸 俊行 （取締役） 

        君澤 温  （取締役総務局長） 

        工藤 哲人 （岩手めんこいテレビ番組制作部副部長） 

         

                

○ 事務局   近谷 利政 

岩渕 博美 

 

 

 

 

 



４．議題 「武士道ジャーニー 

～Ａ．Ｂ．Ｃ－Ｚ戸塚祥太 岩手の魂に触れる旅～」 

      放送日時：令和４年６月２５日（土） 

１４：００～１４：５５ 

 

５．議事概要 

 

今回は、６月２５日（土）に放送した『武士道ジャーニー～Ａ．Ｂ．Ｃ－Ｚ

戸塚祥太 岩手の魂に触れる旅～』について審議しました。 

 

●岩手めんこいテレビ報道番組部副部長 工藤からの説明 

盛岡出身の偉人・新渡戸稲造が「武士道」を書くことができた背景に、先祖

たちの活躍があったことや、稲造が武士道に込めたメッセージについて、Ａ．

Ｂ．Ｃ－Ｚの戸塚さんの言葉を通して伝えようと制作したことを説明。 

 

●出席した委員からの意見 

・初心者にとっても見やすい番組で良かった 

・入りやすく、親しみやすく、いろいろな情報が入っていて良かった 

・戸塚さんは、落ち着いてわかりやすく好感の持てるリポートをしていた 

・武士道の朗読パートで、意味をもう少し解説してほしかった 

・新渡戸が武士道を書くに至った思想形成について、もう少し知りたかった 

・新渡戸の基本情報についてもっと入れてほしかった 

 

●委員からの質問、意見に対する会社側からの回答 

いただいたご意見を参考に、これからも、より良い番組を制作していけるよ

う努めます。 

 

 

６．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置 

 特になし 

 

７．審議機関の答申意見概要を公表した場合におけるその公表内容、方法及び 

年月日 



※令和４年７月１３日（水） 産経新聞 東北版 

  

※令和４年７月２３日（土）午前４時４２分から４時４５分まで 

「めんこいテレビ番審リポート」として放送。 

 

※据え置きの書類を作成し、本社受付、各支社に備置き一般の人々が 

自由に閲覧できるようにした 

 

９．その他の参考事項 

  特になし 

 

次回は、令和４年９月１３日(火)１２時より開催予定です。 


